










1 はじめに 

危急新生児の医療体制については,本研究班において,ここ数年間,種々の角度から検討さ

れて来た。危急新生児の医療の中心はNICU であり,それにより極小未熟児・重症新生児の

予後は大きく改善をみていることは広くみとめられているが,地域としての危急新生児医

療体制としては,これらの児をいかに迅速に中心となる NICU に transport するかが重要な

ポイントとなる｡そこで,本年度は,この点について以下に報告する｡ 


